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業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 

2023年２月３日に公表した 2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月 31日）の通期連結業

績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年３月期の通期連結業績予想値と実績値との差異（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

 売上収益 営業利益 税引前利益 

親会社の所有

者に帰属する

四半期利益 

基本的１株当

たり四半期 

利益 

前回発表予想 (A) 
百万円 

4,350,000 

百万円 

90,000 

百万円 

105,000 

百万円 

60,000 

円 銭 

222.62 

実 績 値 (B) 4,402,823 57,942 73,741 37,670 139.77 

増 減 額 (B－A) 52,823 △32,057 △31,258 △22,329  

増 減 率 (%)  1.2 △35.6 △29.8 △37.2  

(ご参考)前期実績 

(2022 年３月期) 
3,917,434 182,011 219,983 141,941 526.66 

 

 

２. 差異の理由 

半導体不足等による車両生産の制約や原材料価格高騰など厳しい事業環境が続いていることに

加え、ハイブリッド車や電気自動車など自動車の電動化が進展しつつあります。このような事業

環境の変化を踏まえ、早期に将来の電動化に向けた事業転換をはかっていくため、電動化など成

長領域への戦略的な投資と既存事業資産の圧縮を行い、持続的な成長に向けた事業ポートフォリ

オの入れ替えを加速させています。当社グループが保有する事業資産の構造改革を進めていく中

で、当社連結子会社において固定資産の一部に係る減損損失を計上したこと等により、営業利益

が前回の業績予想を下回る結果となりました。 

2023年３月期通期連結業績の詳細につきましては、本日公表しました、「2023年３月期 決算短

信〔IFRS〕（連結）」をご参照下さい。 

 

  

以  上 


